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モルビリウイルス属の膜融合タンパク質についてクライオ電子顕微鏡による構造解析を試みた。ま

ず、膜融合タンパク質の細胞外ドメインを組換えタンパク質として哺乳動物細胞で発現させ、アフィ

ニティーおよびゲル濾過クロマトグラフィーにより高純度に精製した。試料の状態を確認するために、

負染色の二次元再構築を行なった際には、融合前後と思われる構造が見られたが、クライオ電子顕微

鏡で観察したところ、融合前の上面のみしか像が得られなかった。これはグリッド調製時の差異に起

因するものと考えられ、クライオ EM のグリッドへ試料を載せた段階で観察面以外（カーボン部分あ

るいは水面）へ吸着してしまったことが懸念される。したがって今後はグリッドの変更や界面活性剤

の添加を試み、融合前の side view および融合後の構造を観察できる条件を検討する。 
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